
平成 29 年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                                                        平成３０年２月 
 
 

車沢地点水力発電所事業性評価調査事業 
 

１．事業の目的 
   水力発電計画の策定については、多岐に亘る調査と検討が必要であり、事業実施に向けては順次計画精度を
向上させていく必要があります。 
当地点においては基本情報が不足している事から、本事業により計画精度向上のための現地調査および基本

設計を実施し、事業実施に向けた事業性評価を行うことを目的とする。 
 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     東京発電株式会社 
  （２） 事業名 
     車沢地点水力発電所事業性評価調査事業 
  （３） 事業期間 
     平成 29年 6月 26日 ～ 平成 30年 2月 16日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.発電形式 ： 水路式（流れ込み式） 
b.使用水量 ： 0.45m/s 
c.有効落差 ： 171.75ｍ 
d.出   力 ： 590kW 

 
３．平成 29年度の事業実施概要 
     ① 地形測量（平成 29年 9月～平成 29年 10月） 
         取水ダムおよび発電所計画箇所の測量(S=1/250)を行なった。 
     ② 地質検討（平成 29年 9月～平成 29年 10月） 
         既往文献調査および現地踏査を行ない、地質を評価し基本設計に反映した。 
     ③ 流量検討（平成 29年 9月～平成 29年 9月） 

近傍測水所の流量データを入手し流況表を作成した。 
     ④ 基本設計（平成 29年 9月～平成 30年 1月） 

導水路基本設計 
発電施設基本設計 
発電規模検討 
構造計算・水理計算 
仮設計画・概算工事費算定 
図面作成 

     ⑤ 事業性評価（平成 30年 1月～平成 30年 2月） 
    経済性評価 
   課題と今後の調査 
 
 

 
 
 
 
 
 

４．事業の成果等 
 
①地形測量 

    取水ダムおよび発電所計画地周辺の地形が把握でき、施設構造物を設計する場合の確度の高い基礎資料と
なる。 

 ②地質検討 
    文献および地表踏査により、地形・地質・地すべり地形を把握して、構造物の基本設計に反映した。 
 ③流量検討 
    計画地点近傍に位置する、吹割測水所の流況データ１０ヶ年（2006年～2015年）を基に流況表を作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④基本設計 
    地形測量・地質検討・流量検討で得られたデータにより、最適規模の発電計画を求めそれに基づき各設備の

基本設計を実施し、仮設計画、概算工事費の算定を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⑤事業性評価 
   概算工事費と発電電力量から経済性評価を行った。 
   今後、実施する必要がある調査項目を洗い出した。 
 
5．事業スケジュール 
 
 

発電所地点 取水ダム地点 

取水ダム付近平面図 発電所付近平面図 
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